
1

海
運
と
Ｊ
Ｒ
鉄
道
貨
物
と
の
連
携
（
S

ea
 a

nd
  R

ai
l)

海
運
と
Ｊ
Ｒ
鉄
道
貨
物
と
の
連
携
（
S

ea
 a

nd
  R

ai
l)
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3

Ｊ
Ｒ
の
路
線
の
状
況
（
富
山
）

Ｊ
Ｒ
の
路
線
の
状
況
（
富
山
）

現
状
（
北
陸
～
中
京
・
阪
神
）

現
状
（
北
陸
～
中
京
・
阪
神
）

・
北

陸
地

域
で
の

路
線

（
ル

ー
ト
）

富
山

か
ら
の

路
線

は
、
北

陸
本

線
が

信
越

本
線

に
繋

が
っ
て
い
る
。

・
富

山
と
中

京
地

方
を
結

ぶ
路

線
（
ル

ー
ト
）

富
山

か
ら
の

路
線

は
、
北

陸
本

線
で
敦

賀
を
通

り
米

原
、
米

原
か

ら
岐

阜
を
通

り
、
名

古
屋

に
繋

が
っ
て
い
る
。

・
富

山
と
阪

神
地

方
を
結

ぶ
路

線
（
ル

ー
ト
）

富
山

か
ら
の

路
線

は
、
北

陸
本

線
で
敦

賀
、
敦

賀
か

ら
湖

西
線

で
京

都
、
大

阪
方

面
に
繋

が
っ
て
い
る
。

富
山

貨
物

駅
時

刻
表

〔
資

料
〕J

R
貨
物

「
大
型

コ
ン
テ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ご
案

内
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

例
１
：
富
山
貨
物
駅
〔
2
2
:3
8
〕
→
名
古
屋
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
〔
翌
日
6
:2
6
〕

所
要
時
間
７
時
間
4
8
分

例
２
：
富
山
貨
物
駅
〔
1
8
:1
0
〕
→
大
阪
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
〔
翌
日
5
:2
9
〕

所
要
時
間
１
１
時
間
1
9
分
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Ｊ
Ｒ
の
路
線
の
状
況
（
新
潟
）

Ｊ
Ｒ
の
路
線
の
状
況
（
新
潟
）

現
状
（
北
陸
～
関
東
）

現
状
（
北
陸
～
関
東
）

・
北

陸
地

域
で
の

路
線

（
ル

ー
ト
）

新
潟

か
ら
の

路
線

は
、
信

越
本

線
の

一
本

が
北

陸
本

線
に
繋

が
っ
て
い
る
。

・
関

東
地

方
と
新

潟
を
結

ぶ
路

線
（
ル

ー
ト
）

新
潟

か
ら
の

路
線

は
、
信

越
本

線
、
上

越
線

、
高

崎
線

か
ら
関

東
地

方
の

各
方

面
に
繋

が
っ
て
い
る
。

新
潟

タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
時

刻
表

〔
資

料
〕J

R
貨
物

「
大
型

コ
ン
テ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ご
案

内
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

日
本

貨
物

鉄
道

株
式

会
社

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
る

例
：
新
潟
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
〔
2
2
:4
5
〕
→
横
浜
本
牧
駅
〔
翌
々
日
1
1
:3
0
〕

所
要
時
間
３
６
時
間
4
5
分
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5

鉄
道
路
線
の
輸
送
能
力
と
輸
送
量

鉄
道
路
線
の
輸
送
能
力
と
輸
送
量

１
編
成
あ
た
り

65
0ト

ン
～

貨
物

列
車

１
編

成
で

10
tト
ラ
ッ
ク

65
台
分
の
輸
送
に
相
当
～

１
編
成
あ
た
り

65
0ト

ン
～

貨
物

列
車

１
編

成
で

10
tト
ラ
ッ
ク

65
台
分
の
輸
送
に
相
当
～

貨
物
列
車
の
輸
送
能
力

北
陸

地
域

～
関

東
・
中

京
・
阪

神
地

域
は

、
輸

送
量

が
比

較
的

少
な
い
た
め
、
余

裕
が

あ
る
。

断
面
輸
送
量

（
平
成

18
年
度
平
日
平
均
）

〔
資

料
〕
日

本
貨

物
鉄

道
（
株

）
「
鉄

道
貨

物
輸

送
の

現
状

と
課

題
（
運

輸
政

策
研

究
機

構
講

演
会

資
料

）
」
20

07
.1

1.
22

よ
り
作
成
。
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貨
物
輸
送
の
状
況

貨
物
輸
送
の
状
況

北
陸
・
関
東
間
の
鉄
道
路
線
の
容
量

北
陸
・
関
東
間
の
鉄
道
路
線
の
容
量

20
ftコ

ン
テ
ナ
輸

送
の

状
況

20
ftコ

ン
テ
ナ
輸

送
の

状
況

コ
ン
テ
ナ
の

高
さ
の

問
題

で
、

40
ftの

コ
ン
テ
ナ
が

通
行

不
可

能
な
箇

所
（
ト
ン
ネ
ル

）
が

あ
る
。

コ
ン
テ
ナ
の

高
さ
が

８
ft６

in
ch

と
９

ftの
コ
ン
テ
ナ
は

通
行

可
能

で
あ
る
が

、
9f

t6
in

ch
の

背
高

コ
ン
テ
ナ
は

通

行
不

可
能

で
あ
る
。
通

れ
な
い
箇

所
は

、
北

陸
方

面
で
長

岡
か

ら
直

江
津

間
の

1箇
所
、
関
東
方
面
で
数
箇
所

あ
る
。

通
行

不
可

能
な
ト
ン
ネ
ル

を
通

行
可

能
に
す
る
方

法
と
し
て
は

、
コ
ン
テ
ナ
貨

車
を
低

床
貨

車
に
代

え
る
こ
と

で
あ
る
。
現

在
、
コ
キ

10
6形

式
コ
ン
テ
ナ
車
は
、

9f
t6

in
ch

の
コ
ン
テ
ナ
を
輸

送
す
る
こ
と
が

出
来

な
い
が

、
コ
キ

71
形

式
コ
ン
テ
ナ
車

は
輸

送
す
る
こ
と
が

出
来

る
。
し
か

し
、
現

在
JR

貨
物

が
保

有
し
て
い
る
コ
キ

71
形

式
コ
ン

テ
ナ
車

は
8両

し
か

な
い
。

新
し
く
コ
ス
ト
を
か

け
て
、
低

い
車

両
を
導

入
し
た
場

合
、
採

算
が

合
う
ほ

ど
の

貨
物

量
を
確

保
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。

日
本

貨
物

鉄
道

株
式

会
社

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
る

北
陸

・
関

東
間

の
鉄

道
路

線
の

容
量

は
、
余

裕
が

あ
る
。

現
在

の
状

況
で
、
北

陸
・
関

東
間

に
貨

物
線

を
１
本

～
2本

運
行

さ
せ

る
の

で
あ
れ

ば
可

能
で
あ
る
。
し
か

し
、

10
本

以
上

の
貨

物
線

を
運

行
さ
せ

る
と
な
る
と
新

た
に
貨

物
線

を
新

設
す
る
か

、
新

た
に
貨

物
車

両
を
作

ら
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
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貨
物
線
の
現
況

貨
物
線
の
現
況

〔
資

料
〕
日
本

貨
物

鉄
道
（
株
）
提
供

資
料
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
・
東
京

都
・
横

浜
市
「
平

成
17

年
度
コ
ン
テ
ナ
輸
送
効
率
化
調
査
」
に
よ
り
作
成
。

〔
新
潟
東
港
〕

黒
山

駅
か

ら
東

港
に
繋

ぐ
専

用
線

（
新

潟
臨

海
鉄

道
）
は

、

新
潟
県
が

所
有
し
て
い
る
。
こ
の
専
用
線

は
鉄
道
の

車
両

の
み

を
輸

送
し
て
い
る
。

〔
新
潟
西
港
〕

上
沼

垂
駅

か
ら
沼

垂
駅

ま
で
の

貨
物

線
（
信

越
貨

物
支

線
）
は

、
20

07
年

3月
ま
で
は

石
油

製
品

を
輸

送
し
て
お
り
、

そ
の

後
、

20
07

年
9月

ま
で
は

線
路

を
保

持
す
る
た
め
に

デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関

車
を
走

ら
せ

て
い
た
が

、
現

在
は

デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関

車
の
運
行

も
中

止
し
て
お
り
、
使
用
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
焼
島
駅
か

ら
東
新

潟
港
駅
ま
で
の
貨
物
線

は
使

用
中

止
に
な
っ
て
い
る
。

新
座
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅

東
京

貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
川

崎
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
横

浜
本

牧
駅

本
牧

ふ
頭

駅

上
越

線
で
は

、
群

馬
県

と
新

潟
県

の
境

界
に
あ
る

新
清

水
ト
ン
ネ
ル

等
６
箇

所
の

ト
ン
ネ
ル

に
お
い
て
、

背
高

コ
ン
テ
ナ
（
9f

t6
in

ch
）
を
積
載
し
た
貨
車
の
通

行
が
不
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

信
越

本
線

上
越
線

高
崎

新
潟
港
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

富
山
貨
物
駅

新
潟

貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル

新
発
田

新
津

辺
垂

焼
島

東
新

潟
港

新
潟
県

所
有

富
山
市
下
赤
江
地
区
の
操
車
場
に
あ
る
。

総
面
積

10
5,

00
0㎡

。

主
な
貨

物
は

、
清

涼
飲

料
、
医

療
薬

品
、

化
学
工
業
品
。
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鉄
道
輸
送
と
海
上
輸
送
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策

鉄
道
輸
送
と
海
上
輸
送
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策

・
海

上
コ
ン
テ
ナ
鉄

道
輸

送
の

社
会

実
験

か
ら
、
従

来
の

ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
対

し
て
、
環

境
面

で
の

優
位

性
は

確
認

で
き
た
が

、
輸

送
時

間
と
費

用
で
は

優
位

性
が

な
く
、
大

き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

・
輸

送
時

間
と
費

用
の

効
率

を
あ
げ
る
に
は

、
コ
ン
テ
ナ
貨

物
を
確

保
し
、
実

績
を
積

み
上

げ
る
こ
と
が

効
果

的
な

方
策

と
な
る
。

〔
資
料
〕
四
日
市
港
海
上
コ
ン
テ
ナ
鉄
道
輸
送
社
会
実
験
実
施
チ
ー
ム
「
四
日
市
港
海
上
コ
ン
テ
ナ
鉄
道
輸
送
社
会
実
験
報
告
書
」
20

08
.1

よ
り
。

ハ
ー
ド
の
整
備

ハ
ー
ド
の
整
備

・
コ
ス
ト
低

減
の

た
め
に
は

、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
近

く
に
コ
ン
テ
ナ
を
扱

え
る
鉄

道
貨

物
駅

の
整

備
が

必
要

で

あ
る
。

・
輸

送
先

の
最

寄
駅

に
設

置
さ
れ

て
い
る
荷

役
機

械
の

能
力

や
荷

役
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

、
国

際
海

上
コ
ン
テ

ナ
の

取
扱

が
で
き
な
い
場

合
あ
る
た
め
、
取

扱
が

可
能

な
鉄

道
貨

物
駅

を
増

加
す
る
こ
と
が

必
要

と
な
る
。

・
海

上
コ
ン
テ
ナ
輸

送
に
優

位
な
貨

車
が

少
な
い
た
め
、
貨

車
の

確
保

が
困

難
な
状

況
に
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
輸
送

貨
車

を
増

や
し
、
列

車
編

成
に
か

か
る
時

間
の

短
縮

を
図

る
。

鉄
道

輸
送

の
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の

確
保

鉄
道

輸
送

の
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の

確
保

〔
資
料
〕
四
日
市
港
海
上
コ
ン
テ
ナ
鉄
道
輸
送
社
会
実
験
実
施
チ
ー
ム
「
四
日
市
港
海
上
コ
ン
テ
ナ
鉄
道
輸
送
社
会
実
験
報
告
書
」
20

08
.1

よ
り
。

国
際
一
貫
輸
送

国
際
一
貫
輸
送

JR
貨

物
は

「
国

際
一

貫
輸

送
」
は

、
エ
ア
貨

物
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
「
エ
ア
よ
り
安

く
コ
ン
テ
ナ
船

よ
り
速

く
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
て
い
る
。
現

在
、
九

州
の

福
岡

と
韓

国
の

釜
山

と
の

「
国

際
一

貫
輸

送
」
を
実

施
し
て
い
る
と

と
も
に
力

を
入

れ
て
い
る
。

〔
資
料
〕
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
る
。
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Ｊ
Ｒ
貨
物
の
事
例
：
国
際
一
貫
輸
送
サ
ー
ビ
ス

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
事
例
：
国
際
一
貫
輸
送
サ
ー
ビ
ス

JR
貨
物
の
国
際
一
貫
輸

送
「
SE

A
&

R
A

IL
サ

ー
ビ
ス
」

JR
貨
物
の
国
際
一
貫
輸

送
「
SE

A
&

R
A

IL
サ

ー
ビ
ス
」

東
ア
ジ
ア
圏
全
体
の
マ
ー
ケ
ッ
トを
対
象
と
し
た
J
R
貨
物
に
よ
る
国
際
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
。

J
R
貨
物
で
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
輸
送

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

◆
博
多
～
上
海
（
中
国
）
高
速
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

「
上
海
ス
ー
パ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

◆
神
戸
～
天
津
（
中
国
）
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
燕
京
号
」

◆
博
多
～
釜
山
（
韓
国
）
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
ニ
ュ
ー
か
め
り
あ
」

◆
大
阪
～
上
海
（
中
国
）
「C
O
S
C
O
」
＋
ラ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ

◆
門
司
～
上
海
（
中
国
）
「
天
敬
海
運
」
＋
ラ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ

◆
下
関
～
馬
山
（
韓
国
）
「
長
錦
商
船
」
＋
ラ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ

◆
下
関
～
青
島
（
中
国
）
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

◆
日
本
－
韓
国
間
Ｒ
Ａ
ＩＬ
-Ｓ
Ｅ
Ａ
-Ｒ
Ａ
ＩＬ
サ
ー
ビ
ス

◆
1
2
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス
の
航
路

◆
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
鉄
道
輸
送

◆
中
距
離
海
上
コ
ン
テ
ナ
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

◆
貨
物
駅
の
保
税
蔵
置
場

・
2
0
フ
ィ
ー
ト
及
び
4
0
フ
ィ
ー
ト
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

も
鉄
道
で
輸
送
可
能
。

・
横
浜
本
牧
駅
と
仙
台
港
駅
に
お
い
て
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド

を
保
税
蔵
置
場
と
し
て
活
用
し
、
港
湾
地
区
で
の
作
業
を

削
減
し
、
輸
送
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

・
輸
入
港
か
ら
国
内
倉
庫
へ
の
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸

送
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
提
案
。

SE
A

&
R

A
IL
サ

ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

SE
A

&
R

A
IL
サ

ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

【
資

料
】
Ｊ
Ｒ
貨

物
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
作

成
。
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輸
出

輸
入

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
連
携
事
例
（
１
）

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
連
携
事
例
（
１
）

カ
メ
リ
ア
ラ
イ
ン

2
0
0
4
年
7
月
に
高
速
フ
ェ
リ
ー
を
投
入
す
る
こ
と
と
同
時
に
デ
イ
リ
ー
運
航
化
さ
れ
た
「
カ
メ
リ
ア
ラ
イ
ン
」
と
毎
日
定
時
刻
に
運
行
す
る

鉄
道
を
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
日
フ
ラ
イ
ト
が
あ
る
航
空
便
と
並
ぶ
、
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
。

フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
運
航
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も
、
高
速
S
E
A
&
R
A
IL
が
利
用
可
能
。

2
0
0
4
年
7
月
に
高
速
フ
ェ
リ
ー
を
投
入
す
る
こ
と
と
同
時
に
デ
イ
リ
ー
運
航
化
さ
れ
た
「
カ
メ
リ
ア
ラ
イ
ン
」
と
毎
日
定
時
刻
に
運
行
す
る

鉄
道
を
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
日
フ
ラ
イ
ト
が
あ
る
航
空
便
と
並
ぶ
、
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
。

フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
運
航
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
で
も
、
高
速
S
E
A
&
R
A
IL
が
利
用
可
能
。

◆
釜

山
⇔

博
多

間
を
デ
イ
リ
ー
運

航
◆

ほ
ぼ

航
空

便
と
同

様
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
実

現

航
路

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
資
料
】

Ｊ
Ｒ
貨
物
Ｈ
Ｐ
よ
り
作
成

509
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輸
出

輸
入

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
連
携
事
例
（
２
）

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
連
携
事
例
（
２
）

上
海
ス
ー
パ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス

航
路

航
路

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日
月

火
水

木
金

土

東 京 集 荷

博 多 出 港

上 海 入 港

月
火

水
木

金
土

日

上 海 集 荷

博 多 出 港

東 京 配 達

上 海 出 港

※
水

曜
出
港

の
場

合

※
月

曜
出
港

の
場

合

◆
上

海
⇔

博
多

間
を
２
便

／
週

運
航

◆
東

京
の

集
荷

か
ら
２
日

で
上

海
に
到

着

首
都
圏
の
貨
物
を
鉄
道
に
よ
っ
て
輸
送
し
、
中
国
に
運
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
を
連
携
さ
せ
た
参
考
事
例
と
し

て
以
下
に
詳
し
く
紹
介
す
る
。

首
都
圏
の
貨
物
を
鉄
道
に
よ
っ
て
輸
送
し
、
中
国
に
運
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
と
国
際
フ
ェ
リ
ー
を
連
携
さ
せ
た
参
考
事
例
と
し

て
以
下
に
詳
し
く
紹
介
す
る
。

【
資
料
】

Ｊ
Ｒ
貨
物
Ｈ
Ｐ
よ
り
作
成

510
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博
多

港
に
お
け
る
上

海
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
SS

E)
の
概
要

博
多

港
に
お
け
る
上

海
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
SS

E)
の
概
要

【
資

料
】
㈱

東
京

ニ
ュ
ー
ス
通

信
社

：
「
国

際
フ
ェ
リ
ー
国

際
R

O
R

O
船

特
集

S
E

A
S

P
R

IT
E
特

別
特

集
」
（
20

05
.7

.1
9)

,日
刊

海
事

通
信

社
：
「
20

05
年

春
季
号

フ
ェ
リ
ー
・
旅

客
船

ガ
イ
ド
（
20

05
.5

.1
）
」
,上

海
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

H
P

ht
tp

://
w

w
w

.s
s-

ex
pr

es
s.

bi
z/

co
nt

en
ts

/s
ch

ed
ul

e/
in

de
x.

ht
m

l

全
長
／
幅

総
ト
ン
数

航
海
速
力

載
貨
重
量

積
載
可
能
車
両
数

C
F
S
C
u
t
※

C
Y
C
u
t
※

博
多
港
発
上
海
港
着
搬
入
確
認

(
火
)
1
3
:
0
0
(
火
)
1
7
:
0
0

(
水
)

(
木
)

(
金
)

(
土
)
1
3
:
0
0
(
土
)
1
1
:
3
0

(
土
)

(
月
)

(
火
)

C
F
S
C
u
t
※

C
Y
C
u
t
※

上
海
港
発
博
多
港
着
引
渡
時
間

(
水
)
1
0
:
0
0
(
木
)
1
0
:
0
0
(
金
)
未
明
(
土
)
早
朝

1
1
:
0
0

(
日
)
1
0
:
0
0
(
月
)
1
7
:
0
0
(
火
)
未
明
(
水
)
早
朝

1
1
:
0
0

　
　
C
F
S
 
C
u
t
は
、
未
通
関
貨
物
の
搬
入
〆
切
り
時
間
。
C
Y
 
C
u
t
は
、
通
関
済
貨
物
の
〆
切
時
間
。

注
）
入
港
時
間
／
出
港
時
間
は
日
本
側
港
湾
の
も
の

　
　
貨
物
運
賃
は
、
4
0
ﾌ
ｨ
ｰ
ﾄ
ド
ラ
イ
コ
ン
テ
ナ
の
運
賃

貨
物
運
賃

1
9
.
5
万
円
（
海
上
輸
送
運
賃
の
み
）

コ
ン
テ
ナ
積
載
量

1
2
1
F
E
U
（
2
4
2
T
E
U
）

週
の
便
数

週
2
便

運
航
時
間
／
運
航
距
離

約
3
6
.
5
時
間

本
船
就
航
年
月
日

1
9
9
1
年

博
多
港
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

上
海
港
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

本
船
概
要

1
4
2
.
6
2
ｍ
／
2
4
.
0
2
ｍ

1
6
,
3
5
0
ト
ン

2
0
.
8
ノ
ッ
ト

－

1
2
0
台
（
4
0
f
t
ト
レ
ー
ラ
ー
）

航
路
開
設
年
月
日

2
0
0
3
年
1
1
月
7
日

本
船
名
（
船
籍
）

上
海
ス
ー
パ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
パ
ナ
マ
）

航
路

博
多
港
～
上
海
港

運
航
船
社

上
海
ス
ー
パ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
㈱

SS
Eの

概
要

511
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上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
S

S
E

)の
取
扱
貨
物
と
取
扱
量

上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
S

S
E

)の
取
扱
貨
物
と
取
扱
量

SS
Eの

取
扱
貨
物
と
取
扱
量

SS
Eの

取
扱
貨
物
と
取
扱
量

輸
出

輸
入

2
割

8
割

・
原
材
料

・
ア
パ
レ
ル
･
衣
料

・
部
品
関
連

・
雑
貨

・
家
電
製
品

・
生
鮮
食
料
品

・
家
具

・
機
械
類

・
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
･
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
･
ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
（
P
D
P
）

【
富
士
通
日
立
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾞ
ﾏ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
㈱
宮
崎
事
業
所
】
※
1
・
完
成
製
品
【
キ
ャ
ノ
ン
㈱
】
※
4

・
梨
【
福
岡
の
食
輸
出
促
進
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
】
※
2

・
電
子
ゲ
ー
ム
機
※
5

・
自
動
車
部
品
【
J
R
貨
物
㈱
】
※
3

・
コ
ピ
ー
機
、
衣
類
、
電
子
部
品
【
J
R
貨
物
㈱
】
※
3

・
服
飾
雑
貨
【
J
A
L
㈱
】
※
6

背
後
圏

―
仕
向
地
の
5
割
以
上
が
関
西
や
関
東
な
ど
の
遠
距
離
地
域
。

そ
の
他
：
㈱
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
「
国
際
フ
ェ
リ
ー
国
際
R
O
R
O
船
特
集
　
S
E
A
 
S
P
R
I
T
E
 
特
別
編
集
」
、
2
0
0
5
.
7
.
1
9

※
３
：
「
日
本
海
事
新
聞
」
2
0
0
4
年
1
2
月
8
日

※
４
：
「
日
本
海
事
新
聞
」
2
0
0
4
年
1
0
月
6
日

※
５
：
「
日
本
海
事
新
聞
」
2
0
0
4
年
1
月
8
日

※
６
：
「
海
事
プ
レ
ス
」
2
0
0
4
年
1
2
月
2
4
日

注
）
2
0
0
4
年
1
0
月
か
ら
2
0
0
5
年
3
月
の
6
ヶ
月
分
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
輸
送
実
績

［
資
料
］
※
１
：
「
海
事
プ
レ
ス
」
2
0
0
5
年
1
月
7
日

※
２
：
「
海
事
プ
レ
ス
」
2
0
0
5
年
8
月
2
4
日

貨
物

取
扱
量

6
0
0
0
T
E
U
注
）

主
な
品
目

品
目
と
荷
主

512
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上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
の

サ
ー
ビ
ス

上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
の

サ
ー
ビ
ス

SS
Eの

サ
ー
ビ
ス
①

項
目

内
容

【
J
R
貨
物
と
の
連
携
】
※
1

・
鉄
道
コ
ン
テ
ナ
の
利
用
は
、
開
始
当
初
の
2
0
03
年
1
1
月
に
は
1
2
f
t
コ
ン
テ
ナ
で
3
個
で
あ
っ
た
の
が
、
20
0
4
年
夏
以

降
は
平
均
2
00
個
/月
に
増
加
し
た
。
2
00
4
年
は
9
月
ま
で
の
累
計
が
1
1
3
6個
で
あ
っ
た
。

・
こ
の
う
ち
、
輸
入
（
中
国
→
日
本
）
は
6割
強
、
輸
出
（
日
本
→
中
国
）
は
4割
弱
で
あ
る
。

【
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
：
JA
Lと
の
連
携
】
※
2

・
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
後
、
上
海
発
博
多
港
経
由
日
本
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
20
04
年
12
月
末
に
開
始
。

・
博
多
港
か
ら
東
京
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
1
8
時
間
、
鉄
道
で
17
.
5
時
間
、
内
航
船
で
3
5
時
間
か
か

る
の
に
対
し
て
、
航
空
輸
送
は
1.
5時
間
程
度
で
あ
る
。

・
中
国
－
日
本
の
航
空
直
行
便
を
利
用
し
た
場
合
に
比
べ
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
1
日
長
い
が
価
格
は
同
程
度
か
ら
2割
程
度

安
く
な
る
。

・
貨
物
が
集
中
し
遅
延
し
や
す
い
上
海
浦
東
国
際
空
港
の
利
用
を
回
避
で
き
る
。

・
博
多
港
で
デ
バ
ン
さ
れ
た
小
口
貨
物
を
航
空
便
で
全
国
配
送
す
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
貨
物
は
、
生
鮮
野
菜
、
鮮
魚
、
ア
パ
レ
ル
製
品
な
ど
。

・
一
度
の
取
扱
量
は
3
FE
U
（
L
D
3
型
コ
ン
テ
ナ
注
２
）
10
0
台
分
）
を
目
標
と
す
る
。

・
船
社
直
営
の
混
載
サ
ー
ビ
ス
を
2
0
0
4年
3
月
に
開
始
。

・
SS
E
が
入
港
す
る
博
多
港
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
、
福
岡
国
際
空
港
の
中
間
地
点
に
混
載

サ
ー
ビ
ス
の
基
地
を
設
置
し
、
S
S
E
㈱
扱
い
の
混
載
貨
物
を
ト
ラ
ッ
ク
、
J
R
貨
物
、
航
空
機
を
利
用
し
、
全
国
配
送
す

る
。

・
船
社
直
営
の
た
め
、
日
本
到
着
後
の
通
関
、
コ
ン
テ
ナ
か
ら
の
デ
バ
ン
ニ
ン
グ
が
非
常
に
早
い
。
※
3

・
2
0
0
5年
9
月
現
在
、
LC
L
サ
ー
ビ
ス
を
毎
週
利
用
す
る
顧
客
は
、
平
均
20
～
30
社
に
な
っ
た
。
※
3

複
合
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム

混
載
(L
C
L
)サ
ー
ビ
ス

513
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上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
S

S
E

)の
サ
ー
ビ
ス

上
海

ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｴ
ｸ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ
（
S

S
E

)の
サ
ー
ビ
ス

SS
Eの

サ
ー
ビ
ス
②

項
目

内
容

・
水
曜
と
土
曜
の
朝
の
入
港
時
間
に
合
わ
せ
て
、
人
員
体
制
を
整
備
。

・
博
多
入
港
前
に
、
S
S
E
㈱
が
上
海
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
注
２
）
を
デ
ー
タ
で
受
信
し
、
事
前
に
税
関
に
送
信
す
る
。
特

殊
な
貨
物
以
外
の
申
告
は
、
1
時
間
足
ら
ず
で
許
可
さ
れ
る
。
※
4

R
O
R
O荷
役

・
10
0
台
の
2
0
f
t/
4
0
f
t
コ
ン
テ
ナ
兼
用
シ
ャ
ー
シ
を
保
有
し
、
船
内
で
は
コ
ン
テ
ナ
は
す
べ
て
オ
ン
シ
ャ
ー
シ
ー
の
ま

ま
積
み
つ
け
ら
れ
る
。
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
効
率
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

・
20
0
5
年
5
月
に
、
上
海
側
の
CF
S
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
を
地
元
企
業
か
ら
商
船
三
井
の
中
国
物
流
現
地
法
人
の
上
海
龍

飛
国
際
物
流
に
変
更
。
※
3

・
日
系
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
任
せ
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
が
向
上
し
、
利
用
顧
客
の
拡
大
に
つ
な
が
る
。
※
3

顧
客
営
業

・
独
自
の
複
合
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
や
混
載
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
コ
ス
ト
な
ど
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
輸
送
形
態
を
提
案
す
る
営
業
を
行
う
。

注
２
）
船
積
み
さ
れ
て
い
る
貨
物
の
明
細
書

［
資
料
］
※
１
：
「
日
本
海
事
新
聞
」
2
0
0
4
年
1
2
月
8
日

※
２
：
「
海
事
プ
レ
ス
」
2
0
0
4
年
1
2
月
2
1
日

※
３
：
「
日
本
海
事
新
聞
」
2
0
0
5
年
9
月
2
8
日
　
※
４
：
「
海
運
」
2
0
0
4
年
2
月

そ
の
他
：
㈱
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
「
国
際
フ
ェ
リ
ー
国
際
R
O
R
O
船
特
集
　
S
E
A
 
S
P
R
I
T
E
 
特
別
編
集
」
、
2
0
0
5
.
7
.
1
9

注
１
）
航
空
貨
物
用
コ
ン
テ
ナ

通
関

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

514
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１
２
ｆｔ
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
海
外
か
ら
の
一
貫
輸
送

１
２
ｆｔ
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
海
外
か
ら
の
一
貫
輸
送

〔
資

料
〕
日

本
貨

物
鉄

道
（
株

）
「
鉄

道
貨

物
輸

送
の

現
状

と
課

題
（
運

輸
政

策
研

究
機

構
講

演
会

資
料

）
」
20

07
.1

1.
22

よ
り
作
成
。

515
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
貨
物

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
貨
物

主
要

企
業

の
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
事

例
主

要
企

業
の

モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
事

例

京
浜

港
の

対
ロ
シ
ア
、
コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

（2
00

5年
）

資
料

：
国

土
交

通
省

「
港

湾
統

計
」
よ
り
作

成
。

●
キ
ャ
ノ
ン
：

関
東
～
大
阪
・
名
古
屋
で
鉄
道
貨
物
輸
送
を
利
用
し
て
い
る
。

製
品
の
輸
送
の
ほ
か
、
原
料
や
部
品
輸
送
に
も
利
用
し
て
い
る
。

●
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
：

関
東
～
関
西
～
九
州
の
幹
線
ル
ー
ト
で
鉄
道
貨
物
輸
送
を
利
用
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
の
輸
送
に
利
用
し
て
い
る
。

●
ト
ヨ
タ
自
動
車
：

自
動
車
部
品
専
用
列
車
（
20

06
年

11
月
よ
り
運
行
）
を
名
古
屋
南
貨
物
駅
～
盛
岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
（
約

90
0k

m
)で

利
用

し
て
い
る
。

1列
車
に
専
用

31
ftコ

ン
テ
ナ
を

40
個
積
載
し
て
い
る
。

日
本

海
横

断
国

際
フ
ェ
リ
ー
に
お
け
る
鉄

道
輸

送
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
貨

物
日

本
海

横
断

国
際

フ
ェ
リ
ー
に
お
け
る
鉄

道
輸

送
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
貨

物

■
品
種 モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
事
例
か
ら
、
家
電
な
ど
の

電
気
機
器
類
の
部
品
と
製
品
、
自
動
車
部
品
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。

■
対

ロ
シ
ア
の

コ
ン
テ
ナ
貨

物
京

浜
港

に
お
け
る
対

ロ
シ
ア
の

コ
ン
テ
ナ
貨

物
（
20

05
年
実
績

9,
77

7T
EU

）

■
対
中
国
東
北
三
省

関
東
地
方
～
中
国
東
北
三
省
で
輸
出
入
さ
れ
て

い
る
コ
ン
テ
ナ
貨

物

9
,7
7
7

3
,2
7
5

6
,5
0
2

小
計

2
2

2
2

0
東

京
港

9
,7
5
5

3
,2
5
3

6
,5
0
2

横
浜
港

輸
出

入
合

計
輸

入
輸

出
港

名

（
単

位
：
T
E
U
）

〔
資

料
〕
日

本
貨

物
鉄

道
（
株

）
「
鉄

道
貨

物
輸

送
の

現
状

と
課

題
（
運

輸
政

策
研

究
機

構
講

演
会

資
料

）
」
20

07
.1

1.
22

よ
り
作
成
。
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海
運
と

S
LB

と
の
連
携
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シ
ベ
リ
ア
・
ラ
ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
）
輸

送
網

シ
ベ
リ
ア
・
ラ
ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
）
輸

送
網

シ
ベ
リ
ア
・
ラ
ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
）
輸

送
網
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ロ
シ
ア
の
経
済
が
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
韓
国
企
業
の

S
LB

の
利
用
や
日
本
の
商
社
、
物
流
企
業
の

S
LB

活
用

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
日
本
政
府
は
、

20
50

年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
方
針
を
提
案
し
て

お
り
、
鉄
道
や
船
舶
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
経
済
が
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
韓
国
企
業
の

S
LB

の
利
用
や
日
本
の
商
社
、
物
流
企
業
の

S
LB

活
用

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
日
本
政
府
は
、

20
50

年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
方
針
を
提
案
し
て

お
り
、
鉄
道
や
船
舶
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
S

LB
：
東
ア
ジ
ア
港
湾
と
ロ
シ
ア
極
東
港
湾
を
フ
ィ
ー
ダ
ー
船
で
結
び
、
ロ
シ
ア
鉄
道
及
び

接
続
す
る
各
国
鉄
道
を
利
用
し
て
目
的
地
へ
達
す
る
ル
ー
ト
。

②
ボ
ス
ト
ー
チ
ヌ
イ
港
に
は
、
ほ
と
ん
ど
釜
山
港
を
ハ
ブ
と
し
、
約

40
船

/月
が
運
航
。

③
日
本
港
湾
か
ら
は
、
商
船
三
井
と

FE
SC

O
が
共
同
で
２
船

/月
を
運

航
。

④
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
が
運
行
さ
れ
、
ボ
ス
ト
－
チ
ヌ
イ
港
を
発
車
後
、
１
０
日
～
１
５

日
で
モ
ス
ク
ワ
へ

到
着

。

①
S

LB
：
東
ア
ジ
ア
港
湾
と
ロ
シ
ア
極
東
港
湾
を
フ
ィ
ー
ダ
ー
船
で
結
び
、
ロ
シ
ア
鉄
道
及
び

接
続
す
る
各
国
鉄
道
を
利
用
し
て
目
的
地
へ
達
す
る
ル
ー
ト
。

②
ボ
ス
ト
ー
チ
ヌ
イ
港
に
は
、
ほ
と
ん
ど
釜
山
港
を
ハ
ブ
と
し
、
約

40
船

/月
が
運
航
。

③
日
本
港
湾
か
ら
は
、
商
船
三
井
と

FE
SC

O
が
共
同
で
２
船

/月
を
運

航
。

④
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
が
運
行
さ
れ
、
ボ
ス
ト
－
チ
ヌ
イ
港
を
発
車
後
、
１
０
日
～
１
５

日
で
モ
ス
ク
ワ
へ

到
着

。

年
代

1
97
0
～
1
98
0
年
代

1
9
9
0
年
代

2
0
0
0
年
代

日
本
と
欧
州
・
イ
ラ
ン
な
ど
を
結
ぶ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
。
新
潟
港
か
ら
も
接
続
あ
り
。

プ
ー
チ
ン
政
権

の
政
治
的
安
定
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
経
済
が
活
況
。

韓
国
・
中
国
の
貨
物
輸
送
で
S
L
B
が
復
活
。

S
L
B
の
歴
史
的
経
緯

ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
い
、
ロ
シ
ア
国
内
の
混
乱
な
ど
の
影
響
に
よ
り
低
迷
。

１
．
計
画
の
概
要

１
．
計
画
の
概
要

新
潟
港
を
中
継
点
と
し
た

SL
B
と
国
内
鉄
道
網
活
用
に
よ
る
物
流
回
廊
の
形
成
を
目
指
す
。

２
．

２
．

SL
B

SL
B
（
シ
ベ
リ
ア
・
ラ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
）
の

概
要

（
シ
ベ
リ
ア
・
ラ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
）
の

概
要
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①
新
潟
港
東
港
区
に
は
、
臨
海
鉄
道
が
あ
り
、

か
つ
て
は
化
学
薬
品
の
運
送
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
た
。
→
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
拡
張

及
び
福
島
潟
放
水
路
の
開
削
に
伴
い
、

コ
ン
テ
ナ
埠
頭
内
の
線
路
は
廃
止
さ
れ
た
。

②
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
と
環
境
問
題
な
ど

を
目

的
と
し
て
、
平

成
１
０

,１
２
年
に

「
新
潟
港
臨
海
鉄
道
活
用
調
査
」
を
実
施
。

③
平
成

１
２
年

に
鉄

道
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
輸

送
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
直
江
津
の
黒
井

駅
～
新
潟
港
ま
で
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
試
験

輸
送

を
実

施
。

④
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に
鉄

道
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
設

置
す
る
場
合
は
、
約
３
億
円
の
工
事
費
が
必

要
。

・
レ
ー
ル

：
約

３
０
０

m
、

・
タ
ー
ミ
ナ
ル

包
装

：
約

4,
00

0㎡
、

・
荷

役
機

械
は

、
コ
ン
テ
ナ
内

の
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
を
使

用
。

①
新
潟
港
東
港
区
に
は
、
臨
海
鉄
道
が
あ
り
、

か
つ
て
は
化
学
薬
品
の
運
送
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
た
。
→
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
拡
張

及
び
福
島
潟
放
水
路
の
開
削
に
伴
い
、

コ
ン
テ
ナ
埠
頭
内
の
線
路
は
廃
止
さ
れ
た
。

②
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
と
環
境
問
題
な
ど

を
目

的
と
し
て
、
平

成
１
０

,１
２
年
に

「
新
潟
港
臨
海
鉄
道
活
用
調
査
」
を
実
施
。

③
平
成

１
２
年

に
鉄

道
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
輸

送
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
直
江
津
の
黒
井

駅
～
新
潟
港
ま
で
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
試
験

輸
送

を
実

施
。

④
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に
鉄

道
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
設

置
す
る
場
合
は
、
約
３
億
円
の
工
事
費
が
必

要
。

・
レ
ー
ル

：
約

３
０
０

m
、

・
タ
ー
ミ
ナ
ル

包
装

：
約

4,
00

0㎡
、

・
荷

役
機

械
は

、
コ
ン
テ
ナ
内

の
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
を
使

用
。

5
万

台
/
年

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル

ク
日
産

2
0
0
9

3
万

台
/
年

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル

ク
ス
ズ
キ

2
0
0
9

0
.5
万

台
/
年

→
3
万

台
/
年

サ
マ
ー
ラ
州

い
す
ず

2
0
0
8

1
1
.5
万

台
/
年

→
3
0
万

台
/
年

モ
ス
ク
ワ

Ｖ
Ｗ

2
0
0
8

5
万

台
/
年

→
2
0
万

台
/
年

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル

ク
ト
ヨ
タ

2
0
0
7

1
5
万

台
/
年

サ
マ
ー
ラ
州

Ｇ
Ｍ

2
0
0
2

4
.8
万

台
/
年

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル

ク
フ
ォ
ー
ド

2
0
0
2

6
万

台
/
年

ロ
ス
ト
ワ
州

韓
国
現
代

2
0
0
1

1
6
万

台
/
年

モ
ス
ク
ワ

ル
ノ
ー

1
9
9
9

生
産
計
画

→
将

来
計

画
進
出
地

メ
ー
カ
ー

稼
働 年

３
．
新
潟
港
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
と
臨
海
鉄
道

３
．
新
潟
港
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
と
臨
海
鉄
道

４
．
ロ
シ
ア
で
の
外
資
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
主
な
工
場
進
出
状
況

４
．
ロ
シ
ア
で
の
外
資
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
主
な
工
場
進
出
状
況
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・
港
湾
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
十
分
、
現
在
で
も

非
常

に
タ
イ
ト
な
状

況
。

イ
ン
フ
ラ
の

状
況

・
ロ
シ
ア
経
済
の
急
激
な
発
展
に
伴
い
輸
入
が
増
加
、
今
後
も

自
動
車
産
業
等
の
生
産
拡
大
に
伴
い
飛
躍
的
に

増
大

す
る
可

能
性

が
あ
る
。

輸
入
の
増
加

・
市
内
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
が
大
半
。

1
0
㎞
/
2
時
間
以
上
か
か
る
時
間
帯
が
あ
る
。

渋
滞
状
況

・
引
き
取
り
に
2
～
3
日
要
す
る

場
合
が
あ
る
。

混
雑
状
況

・
4
基

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

・
港
内
に
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
つ
な
が
る
線
路
が
敷
設
さ
れ
て

お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
が

運
航
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
路
線

・
1
9
7
6
年

竣
工
年
度
（
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
）

・
2
0
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

年
間
取
扱
能
力

・
2
バ

ー
ス
（
水

深
1
2
.5
ｍ
）

外
貨

コ
ン
テ
ナ
埠

頭

・
4
基

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

５
．
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
港
の
概
要

５
．
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
港
の
概
要

６
．
ボ
ス
ト
－

チ
ヌ
イ
港

の
概

要
６
．
ボ
ス
ト
－

チ
ヌ
イ
港

の
概

要
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〔
そ
の
要
因
〕

・
好
調
な
ロ
シ
ア
貿
易
。

・
韓
国
企
業
を
中
心
と
し
た
対
ロ
投
資
の
拡
大
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
運
航
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。

・
代
替
ル
ー
ト
の
混
雑
。

①
韓
国
・
現
代
自
動
車
の
成
功
モ
デ
ル

②
日
本
の
貨
物
が

S
LB

ル
ー
ト
へ
戻
る
期
待
の

高
ま
り

・
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
相
次
ぐ
現
地
生
産
計
画
。

・
日
本
か
ら
の
部
品
の
輸
送
が
大
量
に
発
生
。

・
20

06
年
夏
か
ら
数
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
を
実
施
。

・
海
上
輸
送
よ
り
、
時
間
が
短
縮

（
海

上
約

40
日

,S
LB

約
25

日
）
。

③
日
本
の
商
社
、
物
流
企
業
の
最
近
の
動
向

・
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
を
仕

立
て
る
態

勢
整

備
を
進

行
中

。
・
三
井
物
産

S
LB

の
活
用
に
向
け
て
、
ロ
シ
ア
の
ト
ロ
イ
カ
社
と

業
務
提
携
の
予
定
。

①
韓
国
・
現
代
自
動
車
の
成
功
モ
デ
ル

②
日
本
の
貨
物
が

S
LB

ル
ー
ト
へ
戻
る
期
待
の

高
ま
り

・
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
相
次
ぐ
現
地
生
産
計
画
。

・
日
本
か
ら
の
部
品
の
輸
送
が
大
量
に
発
生
。

・
20

06
年
夏
か
ら
数
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
を
実
施
。

・
海
上
輸
送
よ
り
、
時
間
が
短
縮

（
海

上
約

40
日

,S
LB

約
25

日
）
。

③
日
本
の
商
社
、
物
流
企
業
の
最
近
の
動
向

・
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
を
仕

立
て
る
態

勢
整

備
を
進

行
中

。
・
三
井
物
産

S
LB

の
活
用
に
向
け
て
、
ロ
シ
ア
の
ト
ロ
イ
カ
社
と

業
務
提
携
の
予
定
。

７
．

７
．

S
LB

S
LB

の
利
用
状
況
と
課
題

の
利
用
状
況
と
課
題

８
．
日
本
企
業
の

８
．
日
本
企
業
の

S
LB

S
LB

ル
ー
ト
の
利
用
可
能
性

ル
ー
ト
の
利
用
可
能
性

①
SL

B
ル

ー
ト
の

コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

は
増

加
傾

向
①①

SL
B

SL
B
ル

ー
ト
の

コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

は
増

加
傾

向
ル

ー
ト
の

コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

は
増

加
傾

向

②
フ
ィ
ラ
ン
ド
向

け
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨

物
量

が
20

03
年

以
後

、
激

減

②
フ
ィ
ラ
ン
ド
向

け
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨

物
量

が
②

フ
ィ
ラ
ン
ド
向

け
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨

物
量

が
20

03
20

03
年

以
後

、
激

減
年

以
後

、
激

減

〔
そ
の
要
因
〕

・
20

06
年
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
料
金
を
大
幅
に
引
上
げ
。

・
そ
の
結
果
、
釜
山
か
ら
フ
ィ
ラ
ン
ド
へ
の
コ
ス
ト
は
、

S
LB

が
海
上
ル
ー
ト
に
比
べ
約

40
％
割
高
に

な
っ
た
。

③
日
本
発
着
の

SL
B
利
用
貨
物
は
、
低
水
準
を

持
続

③
日
本
発
着
の

③
日
本
発
着
の

SL
B

SL
B
利
用
貨
物
は
、
低
水
準
を

利
用
貨
物
は
、
低
水
準
を

持
続

持
続

7,
63

7T
E

U
（
20

06
年
）
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①
温
室
効
果
の
ガ
ス
の
一
層
の
削
減
⇒
日
本
政
府
の
方
針
（
20

50
年

ま
で
に
ガ
ス
排

出
量

を
半

減
）

②
運
輸
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
方
策
⇒
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

①
温
室
効
果
の
ガ
ス
の
一
層
の
削
減
⇒
日
本
政
府
の
方
針
（

①
温
室
効
果
の
ガ
ス
の
一
層
の
削
減
⇒
日
本
政
府
の
方
針
（
20

50
20

50
年

ま
で
に
ガ
ス
排

出
量

を
半

減
）

年
ま
で
に
ガ
ス
排

出
量

を
半

減
）

②
運
輸
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
方
策
⇒
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

②
運
輸
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
方
策
⇒
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進

①
新

潟
港

の
外

貿
コ
ン
テ
ナ
航

路
の

概
要

・
コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

：
16

万
TE

U
超

（
平

成
18

年
）

全
国

10
位
。

・
コ
ン
テ
ナ
航

路
：
週

12
便
。

・
ト
ラ
ン
ス
・
シ
ベ
リ
ア
・
コ
ン
テ
ナ
航

路
：

昭
和

55
年
～
平
成

8年
ま
で
、
運

航
平
成

9年
か

ら
休

止
中

。

①
新

潟
港

の
外

貿
コ
ン
テ
ナ
航

路
の

概
要

①
新

潟
港

の
外

貿
コ
ン
テ
ナ
航

路
の

概
要

・
コ
ン
テ
ナ
貨

物
量

：
16

万
TE

U
超

（
平

成
18

年
）

全
国

10
位
。

・
コ
ン
テ
ナ
航

路
：
週

12
便
。

・
ト
ラ
ン
ス
・
シ
ベ
リ
ア
・
コ
ン
テ
ナ
航

路
：

昭
和

55
年
～
平
成

8年
ま
で
、
運

航
平
成

9年
か

ら
休

止
中

。

②
自

動
車

部
品

貨
物

な
ど
の

動
向

と
効

率
的

な
輸

送
体

系
の

確
立

・
自

動
車

部
品

貨
物

な
ど
の

需
要

調
査

。
・
環

境
に
配

慮
し
た
国

内
輸

送
体

系
の

確
立

。
・
海

上
ル

ー
ト
と

SL
B
ル

ー
ト
の

リ
ス
ク
分

散
。

・
新

潟
港

か
ら
の

輸
出

の
可

能
性

調
査

。
・
温

室
効

果
ガ
ス
の

削
減

も
念

頭
に
置

い
た
効

率
的

な
物

流
回

廊
の

形
成

。

②
自

動
車

部
品

貨
物

な
ど
の

動
向

と
効

率
的

な
②

自
動

車
部

品
貨

物
な
ど
の

動
向

と
効

率
的

な
輸

送
体

系
の

確
立

輸
送

体
系

の
確

立

・
自

動
車

部
品

貨
物

な
ど
の

需
要

調
査

。
・
環

境
に
配

慮
し
た
国

内
輸

送
体

系
の

確
立

。
・
海

上
ル

ー
ト
と

SL
B
ル

ー
ト
の

リ
ス
ク
分

散
。

・
新

潟
港

か
ら
の

輸
出

の
可

能
性

調
査

。
・
温

室
効

果
ガ
ス
の

削
減

も
念

頭
に
置

い
た
効

率
的

な
物

流
回

廊
の

形
成

。

③
新

潟
港

へ
の

試
験

輸
送

・
関

東
、
中

部
⇒

新
潟

港
へ

鉄
道

で
試

験
輸

送
。

・
新

潟
港

⇒
ボ
ス
ト
－

チ
ヌ
イ
港

へ
試

験
輸

送
。

課
題
の
把
握

③
新

潟
港

へ
の

試
験

輸
送

③
新

潟
港

へ
の

試
験

輸
送

・
関

東
、
中

部
⇒

新
潟

港
へ

鉄
道

で
試

験
輸

送
。

・
新

潟
港

⇒
ボ
ス
ト
－

チ
ヌ
イ
港

へ
試

験
輸

送
。

課
題
の
把
握

ボ
ス
ト
－
チ
ヌ
イ
港
の
コ
ン
テ
ナ
岸
壁

ボ
ス
ト
－
チ
ヌ
イ
港
の
ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン

９
．
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み

９
．
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み

１
０
．
実

用
化

に
向

け
て
の

可
能

性
調

査
と
試

験
輸

送
１
０
．
実

用
化

に
向

け
て
の

可
能

性
調

査
と
試

験
輸

送
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ヤ
ー
ド
管

理
シ
ス
テ

ム S
E

A
N

A
C

C
S

到
着
確
認

ヤ
ー
ド
搬
入
確
認

輸
出
通
関
業
務

搬
出
確
認

ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー

①
名
古
屋
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
貨
車
到
着

②
貨
車
取
卸
し
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬

入
）

③
コ
ン
テ
ナ
扱
輸
出
通
関

④
ト
レ
ー
ラ
ー
積
み
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬
出
）

⑤
シ
ョ
ー
ト
ド
レ
イ
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド

~R
U

S
号
船
側
）
輸

送
距
離
約約

30
0m

30
0m

⑥
R

U
S
号
船
積

み

ソ
フ
ト

発
生
業
務

ハ
ー
ド
（
作
業
機
材
）

輸
送
フ
ロ
ー

ヤ
ー
ド
管
理
シ
ス
テ
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル

シ
ス
テ
ム

S
E

A
N

A
C

C
S

到
着
確
認

ヤ
ー
ド
搬
入
確

認 輸
出
通
関
業

務 搬
出
確
認

ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ク
レ
ー

ン
（
R

TG
)

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

①
名
古
屋
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
貨
車
到
着

②
貨
車
取
卸
し
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬

入
）

③
ト
レ
ー
ラ
ー
積
み
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬
出
）

④
シ
ョ
ー
ト
ド
レ
イ
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド

~富
山
新
港

C
Y
）
輸
送
距
離
約約

8K
m

8K
m

⑤
富
山
新
港

C
Y
搬
入

⑥
コ
ン
テ
ナ
扱
輸
出
通
関

⑦
P

R
IM

O
R

Y
E

M
A

R
U
本
船
積

み

ソ
フ
ト

発
生
業
務

ハ
ー
ド
（
作
業
機
材
）

輸
送
フ
ロ
ー

【
Aル

ー
ト
】

伏
木
貨
物
駅
～

R
U

S号
（
R

O
-R

O
船
）
積
み

【
Bル

ー
ト
】

伏
木
貨
物
駅
～

PR
IM

O
R

YE
M

AR
U
号
（
コ
ン
テ
ナ
船
）
積
み

A
-①

,B
-①

名
古
屋
か
ら
貨
車
到
着

（
伏

木
貨

物
駅
）

A
-①

,B
-①

名
古
屋
か
ら
貨
車
到
着

（
伏
木
貨
物
駅
）

A
-②

,B
-②

貨
車
取
卸
し

（
伏
木
貨
物
駅
ヤ
ー
ド
搬
入
）

A
-②

,B
-②

貨
車
取
卸
し

（
伏
木
貨
物
駅
ヤ
ー
ド
搬
入
）

伏
木
貨
物
駅
を
起
点
と
し
た

伏
木
貨
物
駅
を
起
点
と
し
た

SL
B

SL
B
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
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【
Aル

ー
ト
】

高
岡
貨
物
駅
～

R
U

S号
（
R

O
-R

O
船
）
積
み

【
Bル

ー
ト
】

高
岡
貨
物
駅
～

PR
IM

O
R

YE
M

AR
U
号
（
コ
ン
テ
ナ
船
）
積
み

A
-①

,B
-①

名
古
屋
か
ら
貨
車
到
着

（
高

岡
貨

物
駅
）

A
-①

,B
-①

名
古
屋
か
ら
貨
車
到
着

（
高
岡
貨
物
駅
）

A
-②

,B
-②

貨
車
取
卸
し

（
高
岡
貨
物
駅
ヤ
ー
ド
搬
入
）

A
-②

,B
-②

貨
車
取
卸
し

（
高
岡
貨
物
駅
ヤ
ー
ド
搬
入
）

ヤ
ー
ド
管

理
シ
ス
テ

ム S
E

A
N

A
C

C
S

到
着
確
認

ヤ
ー
ド
搬
入
確
認

輸
出
通
関
業
務

搬
出
確
認

ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

リ
ー
チ
ス
タ
ッ
カ
ー

①
名
古
屋
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
貨
車
到
着

②
貨
車
取
卸
し
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬

入
）

③
コ
ン
テ
ナ
扱
輸
出
通
関

④
ト
レ
ー
ラ
ー
積
み
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬
出
）

⑤
シ
ョ
ー
ト
ド
レ
イ
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド

~R
U

S
号
船
側
）
輸

送
距
離
約約

1K
m

1K
m

⑥
R

U
S
号
船
積

み

ソ
フ
ト

発
生
業
務

ハ
ー
ド
（
作
業
機
材
）

輸
送
フ
ロ
ー

ヤ
ー
ド
管
理
シ
ス
テ
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル

シ
ス
テ
ム

S
E

A
N

A
C

C
S

到
着
確
認

ヤ
ー
ド
搬
入
確

認 輸
出
通
関
業

務 搬
出
確
認

ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ク
レ
ー

ン
（
R

TG
)

ト
レ
ー
ラ
ー
シ
ャ
ー
シ

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

①
名
古
屋
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
貨
車
到
着

②
貨
車
取
卸
し
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬

入
）

③
ト
レ
ー
ラ
ー
積
み
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド
搬
出
）

④
シ
ョ
ー
ト
ド
レ
イ
（
伏
木
駅
ヤ
ー
ド

~富
山
新
港

C
Y
）
輸
送
距
離
約約

7K
m

7K
m

⑤
富
山
新
港

C
Y
搬
入

⑥
コ
ン
テ
ナ
扱
輸
出
通
関

⑦
P

R
IM

O
R

Y
E

M
A

R
U
本
船
積

み

ソ
フ
ト

発
生
業
務

ハ
ー
ド
（
作
業
機
材
）

輸
送
フ
ロ
ー

高
岡
貨
物
駅
を
起
点
と
し
た

高
岡
貨
物
駅
を
起
点
と
し
た

SL
B

SL
B
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
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資
料
：
河
北
新
報

20
08

.年
02

.0
5 
，
日
本
経
済
新
聞
東
北
版

20
08

.0
2.

06
朝
刊

シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル

構
想

、
秋

田
港

で
実

験
開

始

C
O

2排
出

な
ど
環

境
問

題
か

ら
鉄

道
輸

送
へ

の
関

心
が

高
ま
る
中

、
船

と
鉄

道
を
利

用
し
、
秋

田
港

経
由

で
、
コ
ン
テ
ナ
を
ロ
シ
ア
に
運

ぶ
「
環
日
本
海
シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル
構
想
」
の
実
証
実
験
を

20
08

年
2月

7日
に
開
始
。

⇒
実

証
実

験
を
通

じ
て
、
輸

送
中

の
振

動
が

貨
物

に
与

え
る
影

響
、
各

拠
点

で
の

積
み

替
え
に
か

か
る
時

間
、
効

率
性

な
ど
を
分

析
。

自
動
車
な
ど
の
ロ
シ
ア
向
け
輸
送
で
秋
田
港
を
活
用
す
る
こ
と
が
狙
い
。

シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル

構
想

、
秋

田
港

で
実

験
開

始
シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル

構
想

、
秋

田
港

で
実

験
開

始

C
O

2排
出

な
ど
環

境
問

題
か

ら
鉄

道
輸

送
へ

の
関

心
が

高
ま
る
中

、
船

と
鉄

道
を
利

用
し
、
秋

田
港

経
由

で
、
コ
ン
テ
ナ
を
ロ
シ
ア
に
運

ぶ
「
環
日
本
海
シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル
構
想
」
の
実
証
実
験
を

20
08

年
2月

7日
に
開
始
。

⇒
実

証
実

験
を
通

じ
て
、
輸

送
中

の
振

動
が

貨
物

に
与

え
る
影

響
、
各

拠
点

で
の

積
み

替
え
に
か

か
る
時

間
、
効

率
性

な
ど
を
分

析
。

自
動
車
な
ど
の
ロ
シ
ア
向
け
輸
送
で
秋
田
港
を
活
用
す
る
こ
と
が
狙
い
。

環
日

本
海

シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル

構
想

環
日

本
海

シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル

構
想

イ
メ
ー
ジ

イ
メ
ー
ジ

自
動
車
部
品
を
詰
め
た

40
ftコ

ン
テ
ナ
⇒
仙
台
駅
で
列
車
に
積
み
込
み
（
2/

7日
）
⇒
秋
田
北
港
（
2/

12
日
）
⇒

コ
ン
テ
ナ
船
に
積
み
替
え
出
港
（
2/

16
日
）
⇒
ボ
ス
ト
ー
チ
ヌ
イ
港
（2

/1
7日

）に
到
着
。

仙
台

港
仙

台
港

――
秋

田
港

間
、
鉄

道
２
ル

ー
ト

秋
田

港
間

、
鉄

道
２
ル

ー
ト
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